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（1）  요로시꾸 오쓰따에 구다사이（［ヨロシクオツタエクダサイ］） 
 （『일본어초급』（日本語初級）p.27）














































（3）  사토―상와 아소꼬 데스（［サトーサンワアソコデス］（佐藤さんはあそこです））
















































































（16）  사이즈 도오시마쇼오．（［サイズ，ドーシマショー。］（サイズ，どうしましょう。）








ア 아 イ 이 ウ 우 エ 에 オ 오
カ 카 キ 키 ク 쿠 ケ 케 コ 코
サ 사 シ 시 ス 스 セ 세 ソ 소
タ 타 チ 치 ツ 츠 テ 테 ト 토
ナ 나 ニ 니 ヌ 누 ネ 네 ノ 노
ハ 하 ヒ 히 フ 후 ヘ 헤 ホ 호
マ 마 ミ 미 ム 무 メ 메 モ 모
ヤ 야 ユ 유 ヨ 요
ラ 라 リ 리 ル 루 レ 레 ロ 로
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　直音の濁音・半濁音は，表 2のようになる。
表 2　直音（濁音・半濁音）の音声表記表
ガ 가 ギ 기 グ 구 ゲ 게 ゴ 고
ザ 자 ジ 지 ズ 즈 ゼ 제 ゾ 조
ダ 다 （ヂ） （지） （ヅ） （즈） デ 데 ド 도
バ 바 ビ 비 ブ 부 ベ 베 ボ 보







キャ 캬 キュ 큐 キョ 쿄
シャ 샤 シュ 슈 ショ 쇼
チャ 차 チュ 추 チョ 초
ニャ 냐 ニュ 뉴 ニョ 뇨
ヒャ 햐 ヒュ 휴 ヒョ 효
ミャ 먀 ミュ 뮤 ミョ 묘
リャ 랴 リュ 류 リョ 료
　拗音の濁音・半濁音は，表 4のようになる。
表 4　拗音（濁音・半濁音）の音声表記表
ギャ 갸 ギュ 규 ギョ 교
ジャ 쟈 ジュ 쥬 ジョ 죠
ビャ 뱌 ビュ 뷰 ビョ 뵤
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表 5　外来語音（清音）の音声表記表
ウィ 위 ウェ 웨 ウォ 워
シェ 셰
チェ 체
ツァ 짜 ツェ 쩨 ツォ 쭤
ティ 티
トゥ 투
ファ 화 フィ 휘 フェ 훼 フォ 훠
　外来語音の濁音・半濁音を，五十音図のような形でまとめると，表 6のようになる。
表 6　外来語音（濁音・半濁音）の音声表記表
（ヴァ） （바） （ヴィ） （비） （ヴ） （부） （ヴェ） （베） （ヴォ） （보）
ジェ 제






























生 13名を対象に行った。第 2次読み上げ調査は，2020年の 9月と 10月に韓国在住者 10名を対
象に，オンライン会議システムを用いて遠隔で行った。第 2次調査の協力者は，全員，第 1次読
み上げ調査の協力者とは別人である。




協力者識別番号 年齢・性別 居住地 韓国語以外の話せる言語
20M1 20代・男 ソウル市 英語（少し）
20M2 20代・男 ソウル市 英語（少し）
20M3 20代・男 ソウル市 英語（少し）
20M4 20代・男 仁川市 英語（少し）
20M5 20代・男 ソウル市 英語（少し）
20M6 20代・男 ソウル市 英語（少し）
20M7 20代・男 ソウル市 英語（少し）
20F1 20代・女 ソウル市 英語（少し）
20F2 20代・女 ソウル市 英語（少し）
20F3 20代・女 ソウル市 英語（少し）
20F4 20代・女 京畿道坡州市 英語（少し）
20F5 20代・女 ソウル市 英語（少し）
20F6 20代・女 ソウル市 英語（少し）
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表 8　第 2次読み上げ調査の協力者
協力者識別番号 年齢・性別 住んでいる地域 韓国語以外の話せる言語
20M8 20代・男 京畿道光明市 ロシア語（少し）
20M9 20代・男 慶尚北道浦項市 英語，スペイン語
40M1 40代・男 ソウル市 英語（少し）
20F7 20代・女 江原道春川市 英語（少し）
20F8 20代・女 江原道春川市 英語（少し）
20F9 20代・女 江原道春川市 英語（少し）
20F10 20代・女 江原道春川市 英語（少し）
30F1 30代・女 全羅南道光州市 英語（少し）
30F2 30代・女 カナダ・ノバスコシア州 英語
40F1 40代・女 全羅南道光州市 英語（少し）
5.3 書き取り調査の方法
　書き取り調査では，音声を聞いて文字に書き取ってもらうための自然で平易な日本語の例文と


































































（22）  a. 암마리（［アンマリ］（あんまり））
   b. 안마리（［アンマリ］（あんまり））
　調査協力者には，「調査者からは読み方の指示は一切しないので，リストを見て，自分が思っ
たとおりに読み上げてほしい」と指示した。「調査中に言い直したり休憩を取ったりしてもかま




























   ［アリマス］： 아리마스（20M2，20M3，20M4，20M5，20M6，20M7，20F1，20F3，20F4，
20F6），아리마쓰（20M1，20F5），아리마세（20F2）
   ［イキツケ］： 이키츠케（20M2，20M4，20M5，20F2，20F6），이키츠（20F3，20F4），이
키츠키（20F1），이킷츠（20M6），이키쯔케（20M1），이키즈케（20M3），
이키스케（20F5），이키세키（20M7）
   ［トクシュー］： 토크슈오（20F5，20M7），도큰슈（20M2），도큐쇼（20F1），브크스（20F3），
토크스유（20M6），도쿠쇼（20M3），도크슈（20F2）
（24）  無声化した［ウ］を表記しない












   ［コエニ］： 코에니（20M1，20M2，20M4，20M6，20M7，20F2，20F4，20F5，20F6），쿠
에니（20F3）
（26）  語頭の［コ］の子音を「ㄱ」で表記する
   ［コエニ］： 고에니（20M3，20M5，20F1）
　（27）は語頭以外の［コ］を「ㅋ」で表記した例，（28）は語頭以外の［コ］を「ㄲ」で表記し
た例である。
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（27）  語頭以外の［コ］の子音を「ㅋ」で表記する
   ［ハコネ］：하코네（20M2，20M3，20M4，20M5，20M6，20M7，20F2，20F3，20F5）
（28）  語頭以外の［コ］の子音を「ㄲ」で表記する








   ［タベル］： 타베르（20M2，20M3，20M4，20M5，20F2，20F4，20F5，20F6），타베루（20M1，
20F1）
（30）  語頭の［タ］の子音を「ㄷ」で表記する




   ［ワタシ］：와타시（20M3，20M4，20M5，20M6，20M7，20F3，20F5，20F6）
（32）  語頭以外の［タ］の子音を「ㄸ」で表記する









   ［チガウ］：지가으（20M1，20M5，20M7），징가으（20M2，20M6，20F6）증가으（20F2），
（34）  語頭の［チ］の子音を「ㅊ」で表記する
   ［チガウ］：치가우（20F1），칭하우（20M3），치가으（20M4，20F3，20F5），츠가우（20F4）






   ［マイニチガ］： 마이니치가（20M1，20M2，20M4，20M5，20M6，20M7，20F4，20F5，
20F6），마이니칭가（20F1），마이네츠가（20F3）
（36）  語頭以外の［チ］の子音を「ㅉ」で表記する
   ［マイニチガ］：마이니찌가（20F2）
（37）  語頭以外の［チ］の子音を「ㅈ」で表記する








   ［ツキ］：스키（20M1，20M3，20M4，20M6，20M7，20F1，20F4），시키（20F3）
（39）  語頭の［ツ］の子音を「ㅊ」で表記する




   ［ヒツヨー］： 히츠요（20M2，20M3，20M4，20F3，20F6），히츄요（20F1），이츠요（20F4，
20F5），키츠요（20M7）
（41）  語頭以外の「ツ」の子音を「ㅉ」で表記する
   ［ヒツヨー］：히쯔요（20M1，20M5，20F2），
（42）  語頭以外の「ツ」の子音を「ㅅ」で表記する











   ［サマザマ］： 사마자마（20M2，20M5，20M6，20M7，20F2，20F6），사마자나（20M1），
사마자나（20F4），사마나자마（20F3），사마쟈마（20M4）
（44）  ［ザ］の子音を「ㅅ」で表記する
   ［サマザマ］：사마사마（20F1）
（45）  ［ザ］の子音を「ㄴ」で表記する









   ［オージサマ］： 오지사마（20M2，20M5，20F2），오지산마（20M3），오지스마（20F3），
오즈사마（20F4）
   ［オジサマ］：오지사마（20M2，20M5，20F2，20F3，20F4），오지마（20M3）
（47）  ［オー］と［オ］を区別して表記する
   ［オージサマ］：오오지사마（20M1，20M4，20M7，20F1，20F6），오우지사마（20M6）
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（48）  促音を激音「ㅋ」で表記する
   ［スッカリ］：스카리（20M3，20M4，20M6，20M7，20F1，20F3，20F5），시카리（20M5）
（49）  促音を濃音「ㄲ」で表記する
   ［スッカリ］：스까리（20M2，20F2），쓰까리（20M1）
（50）  促音を終声「ㅅ」と平音「ㄱ」で表記する
   ［スッカリ］：슷가리（20F4）
（51）  促音を終声「ㅅ」と濃音「ㄲ」で表記する












   ［ウンテン］： 운뗀（20M1，20M2，20M3，20M5，20M6，20M7，20F1，20F4，20F6），운
텐（20M4，20F5）
（53）  撥音を「ㅇ」で表記する








   ［コンバン］：콘방（20M3，20M6，20M7，20F4，20F5），곤방（20F2，20F3）
（55）  撥音を「ㅁ」で表記する
   ［コンバン］：콤방（20M2，20M4，20M5，20F6），곰방（20M1，20F1）






   ［ホンヲ］： 홍오（20M1，20M2，20M3，20F2，20F3，20F6），홍으（20F4），홍모응오（20M5），
홍고（20M7），호응오（20M6）
（57）  撥音を「ㄴ」で表記する








   ［サンカイ］： 상카이（20M3，20M4，20M5，20M6，20F3，20F5），상까이（20M2，20F2，
20F4）
（59）  撥音を「ㄴ」で表記する











   ［シンライ］：신라이（20M1，20M4，20M5，20F1，20F6），신나이（20M3，20F3）
（61）  撥音を「ㅇ」で表記する
   ［シンライ］：싱라이（20M2，20M7，20F5），싱와이（20F2）
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（62）  撥音を「ㅁ」で表記する






   ［ファン］：환（20M2，20M3，20M4，20M6，20M7，20F2，20F3，20F4，20F5，20F6）
（64）  外来語を韓国語の外来語表記と同じように表記する









   ［コーヒーワオオキナマグカップニハイッテイル］：
	 	 	코오히이와  오오키나  마구캅뿌니  하잇떼이루 .（20M2）
（66）  スペースをまったく入れずに表記する
   ［コーヒーワオオキナマグカップニハイッテイル］：

















（67）  a. 치가우（［チガウ］（違う））
   b. 치가으（［チガウ］（違う））
　このような結果から，母音は（68）のように表記するのがよいと判断された







（69）  a. 토쿠슈우（［トクシュー］（特集））









（70）  a. 코에니（［コエニ］（声に））
   b. 고에니（［コエニ］（声に））




（71）  a. 타베루（［タベル］（食べる））




（72）  a. 와타시（［ワタシ］（私））









（73）  a. 치가우（［チガウ］（違う））
   b. 지가우（［チガウ］（違う））
（74）  a. 마이니치가（［マイニチガ］（毎日が））
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（75）  a. 츠키（［ツキ］（月））
   b. 쯔키（［ツキ］（月））
   c. 스키（［ツキ］（月））
   d. 쓰키（［ツキ］（月））
（76）  a. 히츠요오（［ヒツヨー］（必要））
   b. 히쯔요오（［ヒツヨー］（必要））
   c. 히스요오（［ヒツヨー］（必要））


















（78）  a. 스까리（［スッカリ］（すっかり））
   b. 슷가리（［スッカリ］（すっかり））
   c. 슷까리（［スッカリ］（すっかり））












（79）  a. 운뗀（［ウンテン］（運転））
   b. 웅뗀（［ウンテン］（運転））
   c. 운텐（［ウンテン］（運転））









（80）  a. 렝아이（［レンアイ］（恋愛））








（81）  a. 상까이（［サンカイ］（3回））
   b. 상카이（［サンカイ］（3回））
   c. 산까이（［サンカイ］（3回））
   d. 산카이（［サンカイ］（3回））
　このような結果から，カ行・ガ行が後続する場合は「ㅇ」で表記し，カ行の子音は濃音の「ㄲ」





（82）  a. 암마리（［アンマリ］（あんまり））
   b. 안마리（［アンマリ］（あんまり））
　また，（83）のようにパ行が後続する場合は，a.のように濃音の「ㅃ」で表記するほうが b.の
ように激音「ㅍ」で表記するよりやや容認度が高かった。
（83）  a. 셈빠이（［センパイ］（先輩））








（84）  a. 싱라이（［シンライ］（信頼）
   b. 신라이（［シンライ］（信頼）
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（86）  母音： 母音［ア，イ，ウ，エ，オ］は，それぞれ「아，이，우，에，오」で表す。ただし，
［ス］［ツ］［ズ］の母音は [으 ]を使って，「스」「츠」「즈」のように表記する。
（87）  子音： カ行とタ行の子音は，激音のハングルを使って表す。カ行は「ㅋ」，タ行の［タ］［テ］
［ト］は「ㅌ」，［チ］［ツ］は「ㅊ」で表記する。
（88）  長音： 長音（［ー］）は，前のモーラの母音に応じて「아，이，우，으，에，오」のどれか
を使う。たとえば，［ヒツヨー］（必要）は「히츠요오」のように表記する。
（89）  促音： 促音（［ッ］）は，促音の直前のハングルの終声と促音の直後の濃音の組み合わせで
表す。たとえば，カ行が後続する促音は促音の直前の終声「ㄱ」と促音の直後の濃
音「ㄲ」を組み合わせる。たとえば，［スッカリ］は「슥까리」のように表記する。
（90）  撥音： 撥音［ン］は，ア行・カ行・ハ行・ヤ行・ラ行・［ワ］・ガ行が後続する場合は「ㅇ」，
サ行・タ行・ナ行・ザ行・ダ行が後続する場合は「ㄴ」，マ行・バ行・パ行が後続
する場合は「ㅁ」で表す。たとえば，［レンアイ］（恋愛）は「렝아이」と表記する。
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Japanese Phonetic Notation Using Korean Hangul for Korean Speakers
NODA Hisashia　　　MIYAZAKI Satokob
aNihon University / Professor Emeritus, NINJAL / Project Collaborator, NINJAL
bKwansei Gakuin University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
Japanese phonetic transcriptions into Korean Hangul involve the transcription of Japanese sounds 
with Hangul characters according to the relationships between letters and sounds in the Korean 
writing system. For example, hitsuyō (necessary) is written “히츠요오.”
　　There is a standard foreign language transcription system commonly used in South Korea to 
transcribe Japanese phonetically into Hangul. However, there are some issues with this transcription 
system, such as the fact that some transcribed sounds are different from actual Japanese sounds and 
the fact that Japanese long sounds cannot be transcribed. Accordingly, we propose a Japanese 
phonetic transcription system that addresses these issues.
　　The following two studies were conducted: 1) a dictation study in which native Korean 
speakers unfamiliar with written Japanese listened to spoken Japanese and noted the words using 
Hangul; and 2) an oral reading study in which the participants read out each candidate for the 
phonetic notation method derived from the dictation study, identifying the notation that was most 
likely to be read the way it sounds in Japanese.
　　The main characteristics of the proposed phonetic notation are detailed below.
(a)  The vowels [a, i, u, e, o] should be notated as [아, 이, 우, 에, 오], respectively, while the vowels 
in [su], [tsu], and [zu] should be notated as [스], [츠], and [즈], using [으], respectively.
(b)  The consonants [k] and [t] are represented by aspirated consonants in Hangul. The consonant 
[k] should be notated as [ㅋ], while [ta], [te], and [to] should be notated as [ㅌ] and [chi] and 
[tsu] as [ㅊ].
(c)  Long vowels are to be notated with one of the following in accordance with the preceding 
mora vowels [a, i, u, e, o].
(d)  Moraic obstruents are to be notated by a combination of the final consonant in Hangul 
immediately before the moraic obstruent and the tense consonant immediately after the 
moraic obstruent.
(e)  Moraic nasals should be notated by [ㅇ] if they are followed by the vowels [k], [h], [y], [r], [w], 
or [g], by [ㄴ] if they are followed by [s], [t], [n], [z], or [d], and by [ㅁ] if they are followed 
by [m], [b], or [p].
Keywords: Japanese phonetic notation, Korean language, Hangle, dictation, oral reading
